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教職課程 における指導に関する一考察

AStudyonTeachingintheTeacherTrainingCourse

石 上 浩美*1・ 芳 田 茂樹*2

大手前大学総合文化学部士1大手前大学現代社会学部虎2

本報告の目的は、本学教職課程の現状 と課題について整理することである。そこで、まず、

本学教職課程の概要と、4年 間における教職課程カリキュラムの履修指導にっいて概説 した。

次に、中学校教員免許状取得においては必須 となる、介護等体験参加者数及び実施施設などを

示 した。 さらに、卒業生の教員免許状取得者数 と進路状況データから、本学教職課程における

指導のあ り方について考察した。

キー ワー ド:教 育実習、介護 等体験、教育実習、文部科学省
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2.教 員免許状取得のためのカリキュラム

本学教職課程において普通免許状(中 ・高校 ・栄

養教諭一種免許状)を 取得するためには、教育職員

免許法第5条別表第1、 および第2-2に 基づき、表1に

示す所定の科 目について、一定数以上の単位を修得

しなければならない。

これらの履修指導は、年度開始時には教職課程担

当教職員、およびアカデ ミック ・ア ドバイザーによ

って行われている。また、後述する各学年次 ・時期

における教職課程ガイダンスにおいて指導を行って

いる。

表1大 学において修得することを必要とする最低修得単位数

免許状の種類 基礎資格

大学において修得することを必要とする最低修得単位数

教科に関する

科目

教職に関する

科目

教科または

教職に関する

科目

栄養に係る

教育に関する

科目

中学校教諭一種免許状 学士 20 31 8 一

高等学校教諭一種免許状 学士 20 23 16 一

栄養教諭一種免許状

学士かつ管理

栄養士または

栄養士

一 18 一 4

教員免許状を取得するためには、これ らの単位に

ついて一定数以上を修得することが条件であり、履

修漏れがあってはならない。

そこで、本学教職課程では、4年間を見通した、教

職課程ガイダンスを実施し、教職 ・教科 ・栄養に関

する科 目の履修 ・学修指導を行っている。具体的な

スケジュールを、表2に 示す。

3.教 職課程に関するガイダンスの種別

(1)各 年次履修ガイダンス

教学運営室 ・教務課 ・担当ア ドバイザーによる、

履修登録全体に関するガイダンス

(2)教 職ガイダンス(共 通)

教職課程担当専任教員 ・教務課職員による、教育

職員免許状取得に必要な基礎知識、履修登録や手

続きに関する時系列な流れについてのガイダンス。
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(3)介 護等体験ガイダンス

2年 次生対象。教育職員免許状(中 学校一種)取

得に必要な手続きに関するガイダンス。

1)介護等体験申込書の配布と、2)介護等体験申込

費用(¥11、000)、3)イ ンターンシップ ・教職資格

活動など賠償責任保険加入費用(¥210)が 必要 と

なる。表3に 、過去5年 間の介護等体験参加者数

及び実施施設などを示す。

(4)教 育実習ガイダンス①

2年 次生対象。教育職員免許状取得に必要な手続

き、および教育実習関係科 目履修要件 ・単位数 ・

事務手続き関する全体像を把握するためのガイダ

ンス。 この時点で、実際に教員免許状を取得する

ための動機づけと、今後の事務的な諸手続きにつ

いての理解を深める。

(5)教 育実習ガイダンス②

3年 次生対象。教育職員免許状取得に必要な実習

に関する事務手続きに関するガイダンス。教務課

からは、実習希望校宛て 「内諾依頼書」を学生に

配布する。その後、学生は次のように対応する。

①教職課程担当専任教員より 「実習希望校訪問

事前指導」を受ける。

②その後、実習希望校を訪問する。

③実習希望校の担当者に実習希望年度 ・科 目・

期間などの希望を伝え相談する。

④内諾が得 られた場合は、「内諾依頼書」を実習

希望校の担当者に渡す。

⑤内諾の可否については、実習希望校訪問終了

後すみやかに教務課に報告する。(9月 末頃ま

でを目安とする)。

※自治体によっては、教育委員会からの要項に

沿って手続きを行 う場 合がある。

(6)教 育実習ガイダンス③

4年 次生対象。教育職員免許状取得に必要な実習

に関する事務手続きに関するガイダンス。教務課

からは、実習校または教育委員会へ正式依頼書を

送付する。

教育実習関係費用納入
・1週間実習につき、実習謝礼金¥5,000
・「実習 日誌(ノ ー ト)」などの事務経費¥10

,000
・インターンシップ ・教職資格活動等賠償責任保

険加入費用¥210

これ らの事務手続きを経た うえで、その後、学生

は実習校を事前に訪問し、指導教員 らとの具体的

な打ち合わせを行 う。

(7)教 育職員免許状一括申請説明会

4年 次生対象。教育職員免許状一括申請に必要な

手続きに関するガイダンス。教育職員免許状一括

申請関係費用は、1科 目につき¥3,300で ある(兵

庫県収入証紙;納付金額は変更になることがある)。

4.卒業生の教員免許状取得者数 と進路

平成19年 文部科学省教職課程認定以降、本学教職

課程において教員免許状を取得した学生数を教務課

にて集計 したものが表3で ある。ここでは、過去5

年間の卒業生の免許取得状況とその後の進路にっい

て、教務課が把握している情報についてまとめる。

(1)中 学校一種免許状取得者

過去5年 間の免許状取得者総数はのべ53名 、その

うち10名 が教諭として中学校で勤務 している。その

内訳は、以下の通 りである。

・中学校美術科取得者11名 中5名(内2名 は専任)

・中学校社会科取得者26名 中5名(内1名 は専任)

(2)高 等学校一種免許状取得者

過去5年 間の免許状取得者総数はのべ71名 、その う

ち6名 が常勤または非常勤講師として高等学校で勤

務 している。その内訳は、以下の通 りである。
・高等学校美術科取得者15名 中1名

・地理歴史科取得者30名 中3名

・国語科12名 中1名

・情報化5名 中1名 の計6名

5.本学教職課程の今後の課題

本学には、他大学教育学部のように教育学に特化

した専攻は設置 されていない。しかし、過去5年間の

教員免許状取得者総数は、のべ124名 、その うち16

名が、実際に学校現場で勤務 している。
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また、免許状取得者の教職採用率は12.9%で ある。

この結果は、教育学部以外の他大学教職課程 と比較

しても、遜色がないものであるといってよいだろう。

その一方で、今後の課題についても2点、言及 してお

きたい。

1点 目は、教職課程科目に関する履修指導および学

修支援である。教職課程科 目の履修にあたっては、1

年次開講科 目 「教職論」および 「教育原理」の単位

取得が、次年次以降の 「教職に関する科目」を履修

するための先修条件となっている。また、「教育実習

1(必 修)・r【」を履修するためには、3年次終了時点

での通算GPAが2.5以 上であることが求められている。

このような履修条件があることによって、教職に対

する意欲はあるものの、登録をあきらめてしま う学

生も一定数存在する。 このよう学生に対する基礎学

力の育成や学修支援のあり方は、今後検討 されなけ

ればならないだろう。

2点 目は付録にある、文部科学省 「教職課程実地視

察大学に対する講評」をふまえた学内体制整備である。

この付録では、1)教 職課程に関する全学的な組織、

教職課程及び教員組織等を整理 ・充実すること、2)

教育実習は、教育実習指導体制や評価の客観1生の観 点

から、遠隔地の学校や学生の母校ではなく可能な限り

大学所在近隣学校において実習校を確保 ・実施するこ

と、などが指摘 されている。これらについては、現在

関係教職員が連携 ・協力 しながら、改善努力を行って

いる。

今後は、新たに栄養教諭一種免許状取得希も輩出す

る予定である。より一層、全学的な視野に基づいた 「チ
ーム大手前」としての教職課程の運営が求められてい

ると考える。

表2本 学における教職に関する科目履修 ・学修スケジュール

ll1欺1を 軟13敏14轍

4月 1年 凍雇修ガイダンス

(新入 生キツウオフ}
教青実習ガイダンス卿 教育実習ガイダンス⑲

5月

■

融育実 習実施 期間

(5月 中旬から9月 末 頃)A

6月

■

」

了月

■

教 員採 用誼腫

〔11月中旬 まで)

7 k

8月

■

9月

■

敦育実習報告A加}

教職ガイダンス〔共亜)

轍育実習報告会(参加〕

教識ガイタンス供 通}

敦育実 習報 告農1夢 加)

教職 ガイダンス〔共通〕
教育実 習報告 会 〔発表}

11

10月

■

11月

■

介護等体験ガイダンス

教育実習ガイダンスo
1 1

12月

■

教育脚員免許状一括申晴

説明会註帥

1月

■

2月

■

教員採用 試験対 箪講座

(2月～3月 頃)

轍員 採用試 駐対策 講座

〔2月～,月 頃}

教 員採 用試 験対 簗詣座

C2月 ～3月 頃〕

3月

■

2年 凍眠脩ガイうfンス 3年 次履修 ガイタンス 4年 択履修ガイ弾ンス 報育戦員免許状 支付

必雁峰科目

日本国憲法〔伊丹) 各嶺 科に関す る科 目(it} 各教 科 に関す る科 目X300) 各教科 に閣 する科目{4DD)
■

体 青 〔伊 丹 ・夙 川)

{s#udentHandbook照 〕
教育 心理学{夙 川 ・大阪〕 教宵相談 〔夙 川 ・大販) 教職実踵蔑習{夙川)

■

英 詰1・ 皿 〔伊 丹) 学樫 制度(夙 川 ・大 阪} 教科 教 育油 〔夙 川)性1〕 教育実習指導(風川)
■

情報活用1・ 皿〔伊丹) 轍育 課程鵠{夙 川 ・大阪〕 道徳 教 育指aid(夙 川 〕{i1? 教育実 習 亜〔夙 川)
■

教職鵠 〔伊丹1 轍育 方法学{夙 川 ・大阪) 教 育実 習1楓 川〕 単養轍育実習指導伏 阪)
■

教育原理 〔伊丹) 特別 活動噛(夙 川)
介蔽等体験事前事後学習

仲 学技1種免許状:夙川)
単養教育実習(大阪)

画

生徒 ・進 路指導 論(凪川} 生徒指導論(大阪) 教聴実跣三寅習 〔栄養教勘 けζ眠}
■

栄養 敦諭論1く 大眼} 道循 ・特 別 話動 論(大 阪)
■

栄整 教諭論 皿〔大阪)
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表3過 去5年 間の介護等{本験参 加者数 および実施施設 など

施設及び特
別支援学校

実施年度
H24 H25 H26 H27 H28

計
C20i2> (2013) (2014) (2015) (2016)

参加者数 17 25 11 8 9 70

社
会
福
祉
施
設

高齢
者施
設

特 別養 護老人ホーム 1 6 2 3 3 15

養 護老 人ホーム 1 1

老 人デイサービス 5 5 4 3 3 20

介護老人保健施設 1 4 2 1 1 9

障害
者福
祉施
言登

生活介護施設 3 9 2 1 15

就労支援事業所 1 1 1 3

自室 支援 作 業所 6 1 7

特 別支 援 ・養 護 学校 17 25 11 8 9 70

表4過 去5年 間の教員免許状取得者数と教職採用者数

年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 過去5年間

中学校

校種 中学校 中学校 中学校 中学校 中学校 中学校

教科 従事者 免許取得者 従事者 免許取得者 従事者 免許取得者 従事者 免許取得者 従事者 免許取得者 従事者 免許取得者

美術 2(1) 2 0 0 2(1) 4 1(0) 4 0 1 5(2) 11

社会 1 1 0 3 0 4 2(1) 1 2(0) 5 5(1) 26

英語 0 1 0 1 0 2 0 2 0 0 0 6

国語 0 1 0 3 0 2 0 1 0 3 0 10

小計① 3(1) 11 0(0) 1 2(1) 12 3(1) 14 2(0) 9 10(3) 53

高等学校

校種 高等学校 高等学校 高等学校 高等学校 高等学校 高等学校

教科 従事者 免許取得者 従事者 免許取得者 従事者 免許取得者 従事者 免許取得者 従事者 免許取得者 従事者 免許取得者

美術 0 3 0 1 0 4 1 4 0 3 1 15

工芸 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 3

地理歴史 0 8 0 3 3 5 0 1 0 1 3 30

英語 0 1 0 1 0 z 0 z 0 0 0 6

国語 0 z 0 4 0 z 1 1 0 3 1 12

情報 1 z 0 2 0 1 0 0 0 0 1 5

小計② 1(0) 16 o(o) 11 3(0) 14 2(0) 15 o(o) 15 6 11

合計(①+②) 4(1) 21 0(0) 18 5(1) 26 5(1) 29 2(0) 24 16(3) 124

教職採用率(中 ・高) 14.800/a 0.0% 19.200/a 11.200/a 8.3% 12.9%

()内 数字…常勤(専任)採用数 (H28.06一教務課調べ;延 べ数)
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SUM]MARY

Inthisreport,weorganizedthreepointsonthe

teachertrainingcourse.Firstly,anoutlineofthe

teachertrai血gcourseandcurriculumcourse

guidance.Secondly,thenumberofteacherlicensees

andrecruitmentforfiveyears.Thirdly,the

challengesofthe _teachertrainingcourse.
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大手前大学
実地視察大学の概 要

O課 程認定を受けている学科等の概要

大 学 名 大手前大学 設置者名 学枝法人 大手前学園

学 部 ・学 科 等 の 名 称 等 認 定 を受 け てい る免 許 状 の
種 類 ・認 定 年 度

免 許 状 取 得 状 況 ・就 職 状 況
(平 成24年 度 〕

学部 学科等 入学
定員 免許状の種類 認定年度 卒業者数

免 許 状
取 得・者 数 教員

就職者数
実数 個別

総合文化
学部

総合文化学科

220人

中 一種 免(社 会) 平 成79年 度

195人 日人

3人

1人

高 一種 免(地 理 歴 史) 平 成79年 度 3人

中 一種 免 〔国 語) 平 成79年 度 2人

高 一種 免 〔国 語) 平 成79年 度 2人

中 一種 免 〔英 語) 平 成79年 度 2人

高 一種 免 〔英 語) 平 成79年 度 1人

メデ ィア ・
芸 術 学 部

メディア ・芸 術 学
科 200人

中 一種 免 〔美 術) 平 成79年 度
232人 1人

o人
o人高 一種 免 〔美 術) 平 成19年 度 1人

高 一種 免 〔工 芸) 平 成19年 度 o人
現代社会
学部

現代社会学科
250人 高 一種 免(情 報) 平 成79年 度 237人 1人 1人 1人

入学定員合計 67D人 合 言十 日54人 m 15人 2人

大 学 名 大 手 前 大 学(大 学 院 〕 設置者名 学校法人 大手前学園

学 部 ・学 科 等 の 名 称 等
認 定 を受 け てい る免 許 状 の

種 類 ・認 定 年 度
免 許 状 取 得 状 況 ・就 職 状 況

(平 成24年 度 〕

学部 学科等 入学
定員 免許状の種類 認定年度 卒業者数

免 許 状
取 得・者 数 教員

就職者数
実数 個別

比 較 文iヒ
研 究 科

比較文化専攻

10人

中 専 免 〔英言吾〕 平 成71年 度

1人 o人

o人

o人高 専 免 〔英言吾〕 平成刊 年度 o人
中 専 免 〔社 会 〕 平 成77年 度 o人

高 専 免 〔地 理 歴 史) 平 成77年 度 o人

入学定員合計 10人 合計 1人 o人 o人 o人

備考

・1掌部 ・字 科 等 の 名 称 等 」欄は 、平 成25年4月7日 現 在 の 名 祢 ・定 員 で あ る.
・「免 許 状 取 得 者 数 」欄 の 「実 数 」欄 は各 学 科 等 の 実 人 数 、「個 別 」欄 は 各学 科 等 内 の 教 職 課 程 ごとの 人
数 であ る。

付録1
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塵
教]職課程実地視察大学に対する講評

実 地 視 察 日:平 成25年7月5日{金)

実 地 視 察 大 学:大 手前大学

実 地 視 察 委 員:渋 谷治美委 員、 和泉研二委員

【全般的事項 】

O教 員養 成に 関す る教育課程及 び教育組織 等につ いて、 教育職員免許 法施行規 則及 び

教職課程認 定基準 を満た して いない点が あ るので,制 度 を理解 の上 、速 やか に是 正

す るこ とO

【個別事 項】

1教 職課程 の実施 ・指導体制(全 学 組織 等)

O教 員養 成に対す る理念 ・構想は 明確 化 され ているので、 その理 念 を具現 化す るため

の教職課程 に関す る全学 的な組 織 教職課程 及び教員組織 等を整理 ・充実す るよ う

に努め ていただ きた い。

2.教 育課程(教 職 に関す る科 目及び教科 に関す る科 目〕,履 修 方法及び シラバ スの状 況

O開 放制 によ り教員養成 を行 う場 合,教 育職員 免許法 上の最低修得単位 数で ある20

単位分 の 「教科 に関す る科 目」に加え,学 科教 育 と しての専門科 目を履修 す ることに

よって,各 教科の専門性 を高 めて い くことが重 要で ある。総合 文化学 科に おいては、

中学校教諭{国 語,社 会、英語),高 等 学校 教諭{国 語,地 理歴史,英 語)の 複 数の

異 なる教科 の免許状が取得可能 とされて いるが,学 生が選択す る専攻 と,取 得す る

免許教 科 とは必ず しも対応す る ことが求め られ てお らず,取 得免許状 の教 科の専門

性 が確 保 され な い可能性が ある。教 員免許状 の取得 を 目指す学生 が、選 択 した専攻

の学位 プロゲラム を修得す る ことを通 じ、免 許教科 の専 門的知識 ・技能 を確実 に修

め るこ とがで きるよ うに,教 育 課程 の編成及 び履修 上の工夫 を図 るこ と。

O「 教科 に関す る科 目」 については,自 学科等 での開 設 を原則 と している一方、教職

課程の 科 目内容の水準の維持 ・向上等 を図 る観 点か ら,教 育職員免許 法施行規則 に

定 める科 目区分の半数 まで は他 学科又は共通 開設の授 業科 目を充 てる ことを可能 と

している ところで あるが,総 合 文化学科の 中学校教諭 の社会の教職課程 におい て,

科 目区分の半 数 を超 えて他学科 又は共通開設 の授業 科 目を充てて いるよ うに見受 け

られ る。それ ら課 程は、教職課 程認 定基準 を満たす よ うに速やか に是 正す ること。

O「 教職 に関す る科 目」について,教 育職 員免許 状施行規則第6条 第1項 表に定め る 「含

め るこ とが必 要 な事項」が含まれ ているか 否か,シ ラバ スか らは確認 できない授 業科

目が見 受け られ た。法 令で扱 うことと して いる内容は必ず扱 うよ うにす る こと。 な

お,シ ラバスの記載 内容及び記載方 針 を定め,さ らに,法 令 に定め る 「含め ること

が必要 な事 項」 が取 り扱われて い るか ど うか をシラバスの授 業計画か ら確認 で きる

よ うにする ことO

O中 学校 及び高 等学 校の教職課程 の 「教 職に関す る科 目」について、8年 次前期 に 「教

職 の意 義等 に関す る科 目」 を履修 させ るとの モデルカ1」キ ュラムが確認 され た0こ
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付録2

のよ うな履修カ リキュラムについては,科 目の趣 旨に照 ら して適切 とは言い難い4

「教科 に関する科 目」及び学位 を取得するための専門科 目,並 びにその他の学生の

課外活動 との関連や科 目の趣 旨を踏 まえなが ら,教 職課程の科 目の履修 カ リキュラ

ム の体系化を御検討 いただきたい0

8.教 育実 習の取組 状 況

O学 生の母校における実習がg割 を占めて いる状況が確認 された0教 育実習は,大 学

による教育実習指導体制や評価 の客観性の観点か ら、遠隔地の学校や学生の母校に

おける実習ではな く,可 能な限 り大学が所在する近隣の学校において実習校 を確保

す ることが望ま しい0今 後、地元教育委 員会や学校 との連携 を進め、近隣の学校に

おける実習先の確保に努めていただきたいO

O学 生が出身地の学校への就職 を希望するなどの理 由によ り,や むを得ず学生 の母校

における実習を行 う場台 にお いても、実習校 と連携 し、大学が教育実習 に関わる体

制 を構築す るとともに,実 習校 に対 して,事 前に大学の教職指導方針の説明を行 う

な ど、適切 な指導,公 正な評価 となるように努めていただ きたい。

4.学 生への教職指導の取組状況及び体制

OT寧 な個 別 指導 が行 われ て い る よ うに見受 け られ た ものの,教 員個人 の 努力 に委 ね

られ て いる よ うに見 受 け られ た0教 職 指導 は,学 生 が教 職 に つ いての理 解 を深 め、

教 職へ の適 性 に つ いて考 察す る とと もにa各 科 目の 履修 等 を通 して、 主体 的 に教 員

と して必 要 な資 質能 力 を統合 ・形成 して い くことが でき る よ うに、大学 が計画 的 ・

組 織的 に指導 す るこ とが 必要 で ある 。今後,全 学組織 と して教 職 支援 セ ンター のよ

うな教 職 指導 を行 う施設 を設 置 す る な どa学 生 に対 して,計 画 的 ・組織 的に教 職 指

導 を行 って い く体制 の整備 に努 め て いた だきた い。

5教 育委員会等の関係機 関 との連携 ・協働状況(学 校現場体験 ・学校支援ボ ランテ ィア

活動等の取組状況〕

O大 学 と して 、地 元 の教育 委 員会 と協 定 を結 ぶ な ど、連 携体 制 を構築 され て い る状況

が 確認 され た 。今後,そ の協 定 に基 づ く取組 が実質 化 し,充 実す る ことを期 待す る0

また,学 校 支 援 ボ ラン テ ィア活 動 につ い てはa授 業科 目と して 位置 付 け るな ど,大

学 と して積 極 的 に学校現 場 体験 等 を推 進 して い くよ うに努 めて い ただ きた い。

6.施 設 ・設 備{図 書 を含 む 。)の 状 況

O芸 術 に関 す る施 設 ・設備{図 書 を含 む)は 、 非常 に整 備 され て い るよ うに見 受 け ら

れ た 。 これ らが教 職 を志す 学生 に,一 層活用 され る こと を期 待す る。

O教 職関 連 図書 につ いて、 図書 館 と教 員個人 の研 究室 に分散 して配 架 され て い る状 況

が確認 され た。今後、教職 支 援セ ンター の よ うな施設 を設置 して一 括 管理す るな ど、

学 生 に と って利用 しやす い環 境 の整 備 が な され る ことを期 待す る。 また,国 語 ・英

語 ・美 術 の教 科 に関 す る専 門的 な図 書 ・雑 誌等 が十 分 に整 備 され て いる とは認 め ら

れ ないた め,今 後 充実 に 努め て いただ きたい。
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